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埼玉県自殺対策緊急強化基金事業費

１　事業の概要

　県内の自殺者数は平成10年に1,500人を超え、その後

も高い水準が続いている。

　自殺は家族や周囲の人々に大きな悲しみをもたらすほ

か社会全体にとっても大きな損失である。

　このため「埼玉県自殺対策緊急強化基金」を活用し、

市町村や民間団体等と連携して自殺防止事業を実施し、

県内における自殺者数の減少を図る。

（１）対面型相談支援事業　　　　　　12,650千円

（３）人材養成事業　　　　　 　　　  5,822千円

（４）普及啓発事業   　　　　　　　 21,958千円

（５）強化モデル事業　　　　　　　　19,108千円

（６）市町村取り組み支援　　　　　　46,501千円

２　事業主体及び負担区分

県10/10

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×2.0人＝19,000千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　対面型相談支援事業　    12,650千円
　 　(ｱ)　暮らしとこころの総合相談会
　　 (ｲ)　自殺対策実施団体連絡会議
　　イ　電話相談支援事業　　    11,700千円
　 　(ｱ)　埼玉いのちの電話への補助
　　 (ｲ)　さいたまチャイルドラインへの補助
　　 (ｳ)　こころの健康相談統一ダイヤル
　　ウ　人材養成事業　　　　     5,822千円
　 　(ｱ)　市町村への技術支援
　　 (ｲ)　企業向けゲートキーパー研修会
　 エ　普及啓発事業　           21,958千円
　 　(ｱ)　ホームページの作成運営
　　 (ｲ)　普及啓発事業
　　オ　強化モデル事業　        19,108千円

　　 (ｲ)　若年層対策

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況

　 　(ｱ)　自殺未遂者ケア研修会

　　 (ｳ)　団体補助
　　カ　市町村取り組み支援事業　46,501千円
　　 (ｱ)　市町村の取組支援
（２）事業計画
 　　 自殺対策緊急強化基金の実施期限（平成26年度）まで、基金を活用した自殺対策事業を集中的に行う。
（３）事業効果
 　   県内の自殺者数　平成20年:1,653人、平成21年:1,796人、平成22年:1,731人、平成23年:1,667人、
　　　　　　　　　　　平成24年:1,571人、平成25年:1,404人(H25年11月末)

(単位：千円)

（２）電話相談支援事業　　　　　　　11,700千円

　　　民間団体と連携し、「暮らしとこころの総合相談会」の開催や自殺対策実施団体連絡会議等にて連携し、
　　　多角的な対策を展開している。

分野施策


